
 
第 55 回 番組審議会議事録 

 
 
１．開催日時   令和４年７月６日 午後３時から 
２．開催場所   よこてイースト 会議室 
３．委員出席   委員総数  5 名 
         出席委員数 5 名 

欠席委員  0 名 
   

出席委員   岡部 えり子    委員長 
佐々木 隆一    副委員長 
土田 百合子    委 員 

                辻 正憲      委 員 
石川 淳      委 員 

 
 
 
 
 ◎横手コミュニティ FM 放送株式会社 
  出席者 3 名 

高橋 雅博  支援室長 
小笠原 豊  放送局長 
細川 正実  営業部／番組審議会事務局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（１）7 月課題審議  審議番組 

 「おかもとじゃんごのカマドキャス」 
（6 月 15 日 18：00 放送） 

（２）その他 
 
４．審議事項 

（１）①審議番組 「おかもとじゃんごのカマドキャス」について 
・二人のトークが非常に楽しい。 
・アニメの紹介や美郷のイベントの紹介があったが、非常に勉強になった。 
・トークの中からでも学ぶことはたくさんあるんだなと思った。 
・まず、課題にこの番組を上げた点に興味を感じた。番審にこれをぶつけた勇気と続けてきた努力に

敬意を表したい。 
・ああいった方が横手にもいて欲しいと思った。美郷がうらやましい。 
・保守的なこの地域において、受け入れられるのかなと心配のある事のある中で挑戦している姿が見

えたのですごくいいなと思った。 
・若いひとがよくやる、3 分くらいのネタを積み上げるのが面白い。 
・こうした番組を聴きたいとするリスナー層が増えてくれれば、人口減少に対する対策が少しは 
機能してきたと考えられるのではないかと感じた。 

・コーナーテーマを打ち出しながら、肩の力を抜いて気軽に話すスタイルはよくあるパターンですが、 
同じ世代の興味や共感を引き付け、地方都市に住んでいても同世代の悩みや考えでの共感を覚え、 
ほっとするかもしれない。 

・バラエティ豊富な内容で飽きずに聴けた。 
・「おかもとじゃんご」でひとりだと思った。相方は誰なんだろうと思っていた。 
・YOUTUBE も見てみたいと思った。効果的に誘導できていた。そっちでもラジオを告知してほしい。 
・横手市民が楽しめる番組だと思った。というのはちょっと離れた小旅行、日帰りの範囲でできるこ

と 
をたくさん紹介してくれたので、これを聴いてハンバーガー食べに行ったり、ラベンダーまつり行

きたいと思ったりしたかたもいたのでは？ 
・他にもおすすめのアニメやゲームの紹介などあったりして、全然知らなくて、勉強になった。 
・クソ○○と聞いた時点で視聴中止。聴くに堪えない。 
・横手市はもちろん、近隣の市町村のさまざまな自然や行事、食にスポットを当てて、楽しいトーク

が 
続いていた。自由が制限されるなかでも身近なところで楽しめる様々な情報が満載だったと思う。 

・道の駅羽後の情報も、なかなか頑張っているなと思った。加えるなら県南の道の駅全体に目を向け 
て特産や注目などを発信してみても面白いと思う。 

 ・話題の中で「なにかに夢中になれることはすごいこと！」と話していましたが同感。とても大切

な 
ことだと思った。 

 
≪会社側からの回答≫  



   ・今の若い方のなりたい代表的職業、ユーチューバーのじゃんごさんという方にお会いした 
ら、ラジオやってみたいと。僕らにない視点を出してほしい、番組大きく外れなければいいよ、 
好きにやりなさいって、それを聴いた方々がどう受け止めるかは自由だと。逆に言うと若い方が 
それを聴いて自分もこういうことができるかもしれないって、こういうふうな横手でがんばれる 
かもしれないとか、そういうひとつのきっかけになればいいなという気持ちで制作をお願いし 
た。 
それをここに上げたのは実際みなさんが（その若い人の作る番組を）聴いてどんな感想をもつん

だろう、どんなイメージを持つんだろう？どのような反応するのか、お聞きしたかったから。 
 
 
４．その他番組への意見 
・日常の各団体や役所からの情報、幅広いリスナーのニーズに合わせた番組など、 
今後もぜひ続けていただきたいですし、市民の関心が高そうな番組作りを、これからも発信してほし 
い。 

 ・6 月 24 日観光協会の 70 周年式典があったが、その日の朝の「よこてタウンメッセージ」でその件 
は放送されなかった。もし協会側がそのことを提供しなかったとすれば FM も軽く見られたものだ 
と思う。普段の連携はどうなってるんだと疑問も湧く。他の団体との連携（記事の提供など）はどう 
なんだろうとも思える。ニュースソースとの関係を点検してみては？ 
 

≪会社側からの回答≫  
 式典のご案内はいただいていたが、当社都合により欠席とさせて頂いた。式典当日の放送はしていな

いが、それ以前に 70 周年であるということは複数回番組でお伝えしていた。 
 ニュースソースは様々。プレスリリースももちろんですし、こちらから足で行く場合もありますし、 
秋田さきがけ新報社との協定を結ぶなど、その他各ものもいただいている。他に関しましても各団体

様からプレスリリースをいただきこちらからご連絡させていただいているのもある。 
 
 
５．意見の概要の公表 

公表の方法 自社ホームページ（ＵＲＬ）への掲載 
公表の案内 議事の概要 
公表年月日 令和 4 年 8 月 8 日 

 
６．次回審議番組 

「酒百伝～伝統と継承～」 
 
７．備考 8 月、9月は休会とし、次回は 10月に開催予定。 


